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Ⅰ はじめに 

私たちの生活は、様々な形で運動とつながっている。

スポーツクラブに所属するスポーツ選手はもちろんの

こと、健康の保持増進のために、ウォーキングやラン

ニングをする人もいる。地域のクラブ指導者やサポー

ターとして応援すること、また、医師や審判として大

会の運営面から運動に関わる人など関わり方はそれぞ

れであるがスポーツに魅力を感じ、運動を生活の一部

として位置づけている。

 一方、子どもたちの運動の二極化が深刻な課題とし

て指摘されて久しい。このことは、運動有能者が優越

感に浸っている一方で、劣等感のために運動から逃避

する子どもが存在することを意味している。運動を得

意とする子どもも苦手とする子どもも双方が共存して

行う授業を目指したい。このような課題意識のもとに

取り組んだ筆者の実践研究の報告を以下に述べる。

Ⅱ テーマ設定の理由 

１ 各種調査より 

スポーツ庁（2019）は、「令和元年度全国体力・運動

能力、運動習慣等調査」において、一週間の運動時間

が 420分以上と回答した中学校２年生男子の割合が約

8 割と多くの子どもが運動に取り組む反面、約１割の

子どもは 60 分未満と回答しており、積極的に運動す

る子どもとそうでない子どもの二極化を指摘している。

また、体力合計点の結果では、一週間の運動時間が 420
分以上の児童生徒はそれ以外の児童生徒と比べ、体力

合計点が高く、今回の調査では男女ともに上位群の割

合が減少し、下位群の割合が増加したことで体力合計

点が低下していると指摘された。特に愛知県では、都

道府県平均値が、中学校男子で全国ワースト１、中学

校女子で全国ワースト４と男女ともに低い水準である。

低下の背景として、「スクリーンタイム（テレビ、ス

マートフォン、ゲーム機等による映像の視聴時間）の

増加」と「授業時間以外の運動時間の減少」などがあ

げられているが、こうした状況を克服するためには、

学校体育において、主体的に運動に関わろうする態度

を養う体育授業を展開する必要性を感じる。

２ 学習指導要領より 

2021 年から完全実施される新学習指導要領では、保

健体育科の目標に「生涯にわたる豊かなスポーツライ

フの実現」と「運動やスポーツとの多様な関わり方を

楽しむことができる」ように「見方・考え方」を働か

せることを掲げるとともに、「主体的・対話的で深い学

び」を求めている。「主体的・対話的で深い学び」につ

いて、「幼稚園、小学校、中学校及び特別支援学校の

学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」

（2016.12 中央教育審議会答申）には、以下のように

示されている。（関係部分のみ抜粋、下線は筆者）

〈主体的な学びの視点〉 

 運動の楽しさや健康の意義等を発見し、運動や健康について

の興味や関心を高め、課題の解決に向けて粘り強く自ら取り組

み、それを考察するとともに学習を振り返り、課題を修正したり新

たな課題を設定したりする学びの過程と捉えられる。各種の運

動の特性や魅力に触れたり、自他の健康の保持増進や回復を

目指したりするための主体的な学習を重視するものである。 

〈深い学びの視点〉 

 自他の運動や健康についての課題を発見し、解決に向けて

試行錯誤を重ねながら、思考を深め、よりよく解決する学びの過

程と捉えられる。児童生徒の発達の段階に応じて、これらの深

い学びの過程を繰り返すことにより、保健体育科の見方・考え方

を豊かで確かなものとすることを重視するものである。 

 また、評価については、「主体的に学習に取り組む態

度」を評価観点の一つとして掲げるとともに、その評

価の基本的な考え方について以下のように述べている。 
・心理学や教育学等の学問的な発展に伴って、自己の感情や

行動を統制する能力、自らの思考の過程等を客観的に捉え

る力（いわゆるメタ認知）など、学習に関する自己調整にかか

わ る ス キ ルなどが重視されていることにも留意する必要があ

る。 

・子供たちが自ら学習の目標を持ち、進め方を見直しながら学

習を進め、その過程を評価して新たな学習につなげると い っ

た、学習に関する自己調整を行いながら、粘り強く知識・技能

を獲得したり思考・判断・表現しようとしたりしているかどうかと

いう、意思的な側面を捉えて評価することが求められる。

 つまり、主体的に学習を進めるためには、学びを自

己調整する力が必要であり、その育成には、振り返り

やメタ認知が重要であると読み取ることができる。

 このように、毎時間の振り返りによる自己認識を基

に自らの学びを自己調整する主体的な態度を育てるこ

とが求められている。 

３ 生徒の実態から 

 連携協力校の生徒は、体育の授業への関心が高く、

積極的に運動に取り組む。また、小学校のときから学

び合いの授業を受け、関わり合うことに慣れており、

できたことを互いに讃え合ったり、できる過程を温か

く見守ったりするなど、支援や応援をし合う良好な人

間関係が育まれている。さらに、技能ポイントなどを
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理解し、それを言葉にして仲間に伝えたり体で表現し

たりすることができる。このような生徒たちに対して、

自己を振り返ることによって学習状況をメタ認知でき

る授業環境を整えれば、学びを自己調整しようとする

主体性をさらに伸ばすことができると考えた。 
 ４ 目指す生徒像 

 そこで、本研究では運動への主体性を高める上での

振り返りの可能性を明らかにすることをテーマに、目

指す生徒像を次のように設定した。 

 

Ⅲ 研究の構想 

 １ 研究の目的 

 本研究の目的は運動への主体性を高めるための「振

り返り」の効能を明らかにすることである。 
 「主体的に運動に関わる」とは、生徒自らが対象と

する運動への自らの知識や技能、適性などを自覚する

とともに自己課題を設定し、それに基づいて行動を起

こすことで、新たな知識や技能、関わり方を獲得して

いく過程を繰り返すことである。 
 そのためには、振り返りによって自己の現状を刻々

と把握することが必要である。 
 本研究では、毎時間の振り返りを重視した単元学習

を構成することにより、学びを自己調整しながら自ら

を成長させていく生徒の姿を具現化することを目的と

する。 
 ２ 研究の方法 

 （１）先行研究より 

  ア ３層からなる主体的な学び 

 体育科における「主体的な学び」について、鈴木（2017）

は、溝上(2017)が提唱した「課題依存型の主体的学習」

「自己調整型の主体的学習」「人生型の主体的学習」と

いう３層から成る主体的な学習スペクトラムを基に、

「主体的な学び」の深まりについて検討している。そ

れによると、「課題依存型」は「まずは教師が提示した

課題の面白さに子どもが促され」て「主体的な学び」

が発現し、「子どもに課題を合わせる」ことによって「運

動したくなる学び」に高めていくことができるとして

いる。「自己調整型」では、「学習目標や学習方略、メ

タ認知を用いるなどして、自身を方向付けたり調整し

たりして課題に取り組む」ことによって「主体的な学

び」が発現し、教師が与える情報だけでなく「試行し

ながら思考する」中から情報を生み出すことによって

「問いが生まれる学び」へと高まるとしている。「人生

型」は、「運動の楽しさや健康の意義」を意識して粘り

強く取り組む学びであり、「授業での一つひとつの出来

事に『関係』を見付けて『意味』を感じ取る」ことで

「問い続ける学び」になるとしている。 

 このうち、本研究で軸としたい「主体的な学び」は、

「自己調整型」ではあるが、「まずは教師が提示した課

題の面白さ」によって学習を促すのが現実的であるた

め、「課題依存型」も取り入れることとなる。また、中

学生ともなれば「みんなで運動をする喜びを感じたい」

「苦手なことから逃げない自分を作りたい」など「人

生型」の課題をもつ生徒も想定される。したがって、

本研究では「自己調整型」を目指しつつも、「課題依存

型」も取り入れ、さらに「人生型」も視野に入れた実

践を構想する。いずれにしても、「子どもに課題を合わ

せ」たり、「試行」や「思考」を繰り返したりすること

によって、より主体的な学びへと高めていくことが求

められる。 

  イ 自己調整学習の３要素と３つの過程 

 本研究で軸とする「自己調整型」の学習について、

伊藤(2008)は以下のように述べている。 

 

 つまり、「自己調整型」の学びには、「動機付け」「学

習方略」「メタ認知」の３要素が必要であり、これは、

前述の鈴木(2017)による「学習目標や学習方略、メタ

認知」に対応している。 

 また、桐木(2013)は、「自己調整学習を身につけてい

る学習者は，メタ認知，動機づけ，行動の三つの過程

において能動的に関与しており，これらの過程が相互

に機能することによって効果的な学習成果がもたらさ

れる」というジマーマン Zimmerman,B.J.(1989)の知見

を紹介している。 

 つまり、「動機付け」「学習方略」「メタ認知」の３要

素が、メタ認知，動機づけ，行動の３つの過程で働く

ことによって、主体的な学習が成立すると言える。 

 （２）研究の手立て 

 以上を踏まえ、ここでは、前述の３要素と３つの過

程に共通する「動機付け」「メタ認知」という言葉と、

３要素における「学習方略」及び３つの過程における

「行動」から、本研究の手立てを探ってみたい。 

 まず、「動機付け（学習目標）」の必要性については、

三位一体の学びの共同体理論(佐藤 2000）にも「モノ

（対象世界）との出会いと対話による〈世界づくり〉」

体育の授業において、運動に主体的に関わり、自ら

の学習を振り返ることによって、学びを自己調整

できる生徒 

 自己調整学習とは、「学習者が動機づけ、学習方略、メタ認

知の３要素において自分自身の学習過程に能動的に関与して

いること」である。 

 「動機づけ」とは、自分自身が有能であると思っている、やれ

ばできると自己効力感を持っているということである。 

 「学習方略」には、理解が進むようにまとめたり関係付けたり

するような、記憶や思考に関する「認知的」な方略の他に、何だ

かやる気が出なかったり勉強がうまく進まなかったりしたときに、

どうしたら気持ちを立て直し学習の進行を維持できるか、といっ

た学習意欲に関わる「情意的」な方略がある。 

 「メタ認知」とは、自分の学びがどれくらいうまく進んでいるか

をモニタリングしてコントロールできることである。 
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として示されている。これを受けて、岡野ら（2015）

は体育における学びの三位一体の中で、「対象世界との

対話においては『運動世界への参加』を意味し、運動

の中心的なおもしろさ（文化的価値）や Authentic（真

正な・本物の）おもしろさを明確にした授業づくりが

重要となる」としている。主体的な学びを進める上で、

生徒が夢中になって取り組めるような運動への魅力は

欠かせない。このことから、「運動の中心的なおもしろ

さの設定」を第１の手立てとする。 

 次に、桐木(2013)によれば、「行動」についてジマー

マン（1989）は、「行動の過程では（中略）、学習に必

要な情報や援助を求めるなどの具体的な行動を実行す

る」と述べている。また、「学習方略」には「自己評価、

知識の体制化と変換、目標設定とプランニング、情報

の探索、記録、自己モニタリング、環境構成、自己帰

結、リハーサルと記銘、社会的援助の探求、記録のレ

ビュー」を挙げている。主体的な学びを進める上で、

「どのように練習したらよいか」というような「知識」

や「情報」を求める「行動」は欠かせない。このこと

から、「運動技能・練習方法の明示と活用の場の設定」

を第２の手立てとする。 

 最後に、「メタ認知」については、「現在進めている

学習活動から自己の遂行状況を確認し学習がうまく進

行しているかを点検・評価する」メタ認知的モニタリ

ングと「その判断に基づいて学習目標や学習方略を変

更・修正する」メタ認知的コントロールが「相互に効

率よく働くことで洗練された自己調整が実現する」と

している。つまり、「試行」の結果を振り返る現状認識

と、次の学習方法を模索する「思考」の場面が必要で

あり、主体的な学びを進める上で、毎時間の「振り返

り」（自己評価と相互評価）は欠かせないと言える。こ

のことから、「自己評価と相互評価を繰り返して、学び

を自己調整できる場の設定」を第３の手立てとする。 

 以上をまとめると、本研究では、以下の３つの手立

てを単元構成の考え方として授業をデザインすること

により、目指す生徒の姿の具現化を図った。 
手立て① 運動の中心的なおもしろさの設定 

手立て② 運動技能・練習方法の明示と活用の場の設定 

手立て③ 自己評価と相互評価を繰り返して、学びを自

己調整できる場の設定 

 ３ 研究の仮設 

 以上を踏まえ、本研究の仮説を次のように設定する。 

  
 ４ 検証方法 

 実践の成果を検証する手立てとして、毎時間の生徒

の振り返りを連続してとらえることにより、各自が学

びを自己調整しているかどうかを形成的・総括的に評

価し、分析する。 
 また、生徒の意識を探る質問紙調査として、岩田ら

（2011）が開発した「メタ認知測定質問項目」【表１】

と、高田（2000）が作成した「診断的・総括的授業評

価の調査票」から主体的に学習に取り組む態度に関わ

る項目を筆者が抜粋して【表２】、各実践の事前・事後

に調査を実施することで、その数値の変容を分析する。 
【表１ メタ認知測定質問項目】 

１ これから何を学習しようとするのか、考えるようにしている 

２ 今までに習ったことを思い出しながら、予想を立てるようにしている 

３ 
グループの話し合いで友達の意見を聞いて、自分の意見を考え直

すことがある 

４ 先生のアドバイスを聞いて、自分の意見を考え直すことがある 

５ 
先生に示された練習方法から自己やチームの課題に応じた練習方

法を考えている 

６ 計画通りに進んでいるかどうか、確認するようにしている 

７ 次に何をするのか考えながら、自己やチームで練習するようにしている 

８ 大事なところはどこか、考えるようにしている 

９ 先生と話しているうちに自分の考えがはっきりしてくることがある 

10 練習場面や試合場面で、自分にけががおこらないようにしている 

11 練習場面や試合場面で、仲間にけががおこらないようにしている 

12 計画通りにできたかどうか、振り返るようにしている 

13 自分は何を学習したか振り返るようにしている 

14 
グループの話し合いで、友達との意見と自分の意見を比べながら

聞くようにしている 

15 グループで話し合いをしていると、自分の考えがまとまることがある 

16 先生の説明と自分の意見を比べながら聞くようにしている 

17 先生の説明を聞いていると、自分の考えがまとまることがある 

【表２ 診断的・総括的授業評価の調査票より抜粋】 
(1) 体育のグループやチームで話し合うときは自分から進んで意見をいいます 

(2) 体育では、自分から進んで運動します 

(3) 
体育をしているとき、どうしたら運動ができるか考えながら勉強

しています 

(4) 体育で「あっ,わかった」「あぁ,そうか」と思うことがあります 

(5) 体育で運動するとき、自分のめあてをもって勉強します 

(6) 体育では、わかったと思うこと(知識)を実際に生かすことができます 

(7) 
体育では、１つの運動がうまくできると、もう少し難しい運動に

挑戦しようという気持ちになります 

 ５ 研究構想図 

 以下に、上記をまとめた研究構想を図示する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図１ 研究構想図】 

 振り返りを重視した授業デザインによって、メ

タ認知できる環境を整えれば、学びを自己調整で

きる力が伸び、主体的に運動に関わる生徒が育成

できるであろう。 
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Ⅳ 研究の実際 

 １ 教師力向上実習Ⅰの実際 

 （１）実践の概要 

 対象生徒：１年３・４組 男子３４名 
 期  間：令和元年５月２７日〜６月２５日 
 単  元：球技「バスケットボール」 
 （２）単元の構想 

 バスケットボールの単元学習を構想するにあたり、

「研究の構想」に掲げた３つの手立てである「運動の

中心的なおもしろさの設定」「運動技能・練習方法の明

示と活用の場の設定」「自己評価と相互評価を繰り返し

て、学びを自己調整できる場の設定」を考慮した。 
 まず、「中心的なおもしろさ」については、バスケッ

トボールが、５人で構成されるチームスポーツである

こと、１個のボールをパスやドリブルなどでつなぎゴ

ールを競い合うゲームであること、コートが比較的狭

く時間や歩数の制約などが多いためにスピーディーな

攻防が楽しめることなどを考慮に入れ、「ゴールまでボ

ールを最短距離で移動させ、ゴールを競い合うこと」

と捉えた。そのために、「ゴールまでのボールの運び方

を考え、チームの得点力を高めていこう」という単元

スローガンを示し、絶えず生徒がこのスローガンに立

ち返ることができるような単元学習に心掛けた。 
 次に、「運動技能・練習方法の明示と活用の場の設定」

については、単元前半にオリエンテーションを設けて

必要な運動技能や練習方法をすべて紹介するとともに、

単元後半では、めあての確認から練習方法の選択、試

合後の振り返りとめあての修正に至るまで、すべて生

徒の主体性に委ねた。 
 そして、「自己評価と相互評価」については、運動

技能と練習方法を紹介した２時間以外、すべての時間

に試しのゲームを行い、振り返りの時間を設定した。

振り返りにあたっては、互いのゲームを観察してアド

バイスし合えるように「兄弟チーム」を設けた。 
 以上を基に【表３】のように単元を構成した。 

 なお、このような単元学習を支えるため、【図２】の

ような「単元冊子」を作成した。「単元冊子」には、ス

ローガンや練習方法、毎時間の振り返り記入欄などを

掲載することにより、学習を進める上でのガイダンス

機能と、学習の足跡としてのポートフォリオ機能をも

たせた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図２ 単元冊子内の内容例】 

 （３）指導の実際・分析 

 ア 手立て① 「運動の中心的なおもしろさ」の設定 

 「運動の中心的なおもしろさ」に触れさせるため、

１時間目に映像資料「左手一本のシュート」を見せた。

本資料は、チームプレイや１人１人の役割、作戦面の

工夫、安全面の配慮や相手に対する思いやりなどを感

動的に描いた作品である。 

 
【写真１ 映像資料をみる様子】 

 映像視聴の後、試しのゲームを行い、単元を通して

のチーム目標や個人の目標を設定したところ、次のよ

うな記述が見られた。  
【チーム目標】「それぞれの良いところをお互いが引き出せる」

「全員でパスを回して点をとる」「みんなで協力したり声を

かけあったりしてチームワークを深めていきたい」「パスワ

ークでつなげて点をとる」「１人のシュートをみんなで喜び

チーム全員がシュートを決められるようにしたい」「個人プ

レイではなく、チームプレイで勝つ」「どんな時だって前を

向きチームワークで相手を崩し点をとる」 

【個人目標】「アドバイスなどを積極的にできるようにしたい」

「相手から嫌だと思われる人になりたい」「キャプテンとし

てみんなを引っ張っていきたい」「みんなを冷静にさせ点を

とる」「次はどうすれば良いかやる前に目標を決めてプレイ

したい」「みんなにとって取りやすいパスを出す」 

【表３】 バスケットボールの単元構成（８時間完了） 

単元スローガン：ゴールまでのボールの運び方を考え、 

チームの得点力を高めていこう 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

目標を 

もとう 

練習方法を知り 

練習計画を立てよう 

課題に応じた練習を

考え技能を伸ばそう 

練習成果 

を試そう 

本時の課題の確認 チームめあての確認 

オリエンテーション 
チーム練習 

リーグ

戦 

映像視聴 

基本技能 

練習方法 

の習得 

練習方法 

の習得 
試しの 

ゲーム 
練習試合 

チーム 

目標設定 

練習計画 

の策定 

相互評価 

振り返り（自己評価） 

片付け 
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 これらの記述から、単元の導入において、バスケッ

トボールのおもしろさが「ゴールまでどのようにボー

ルをつなげるか」にあることをつかませるとともに、

学習への意欲化を図ることができたと考える。 

 イ 手立て② 運動技能・練習方法の明示と活用の場 

の設定 

 ２・３時間目では、オリエンテーションとして、単

元学習で必要となる運動技能や各種の練習方法をすべ

て紹介し、チーム練習の計画を作成した。 
 その

結果、

どのチ

ームも

【表４】

に示す

ような

練習計

画を作

成する

ことができ、その後の自主練習でもこの練習計画に修

正を加えながらチームごとの学習を進めていった。 
 このことから、本オリエンテーションによって主体

的な学習には欠かせない学習方略を与えることができ

たと考える。 
 ウ 手立て③ 自己評価と相互評価を繰り返して、学

びを自己調整できる場の設定 

 ４・５・６・７時間目では、自分たちの課題を常に

考え、自分たちで選択した方法で練習し、その結果を

試合で試すとともに学習を振り返るという、一連の主

体的な学習活動を繰り返し展開した。また、８時間目

には、これまでの学習の成果を総合的に発揮する場と

してリーグ戦形式の試合を行った。 
 その結果、兄弟チームでのアドバイスも含め、どの

チームも自らの課題を振り返って熱心に話し合う姿が

見られた。 
 単元冊子

には、全員

が毎時間振

り返りを記

述すること

ができた。

また、「ゴ

ールまでボ

ールをつな

げるのは難

しい」と自

分たちの課題を自覚する姿や、短いパスでボールをつ

なげるチームやロングパスである程度の距離を繋いで

から短いパスを使うチームなど、自分たちのチームの

特徴を生かして試合をする姿が見られた。 

 このことから、自らの課題に応じて学習を自己調整

する姿が見られたと考える。 
 （４）実践の考察 

 ア 量的検証 

 「メタ認知測定質問項目」（2011 岩田ら）を用いた

アンケート調査における事前事後の比較では、全 17 項

目の数値で向上が見られた。特に「5.先生に示された

練習方法から自己やチームの課題に応じた練習方法を

考えている」「13.自分は何を学習したか振り返るよう

にしている」という項目で数値の増加が大きかった。

これは、単元中盤からのチーム練習や試合において、

兄弟チームとの相互評価や振り返りカードへの記入な

どを通して、常にチームや自分の現状を自覚し、学習

に取り組み続けた結果ではないかと考える。 

 

【グラフ１「メタ認知測定質問項目」事前事後の変化】 

 また、「診断的・総括的授業評価の調査票」（2000

高田）の中から抜粋した主体性に関わる項目でも、７

項目すべての数値が上がった。特に「(4)体育で『あっ

わかった』『あぁそうか』と思うことがあります」「(5)

体育で運動するとき、自分のめあてをもって勉強しま

す」という項目に関して数値の増加が大きかった。 

 これは、単元全体を

通して、常に自分たち

の目標をもち、練習方

法を選択したり、試合

結果を振り返ったりし

ながら、めあてを修正

して、主体的に学習を

進めた結果ではないか

と考える。 

 これらのことから、

本実践において、「主体

的に運動に関わる生徒

の育成」に迫ることが

できたのではないかと

考える。 

時 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

４ 
１対１ 

繋げ！繋げ！ 
シュート 

繋げ！繋げ！ 

シュート 
繋げ！繋げ！ 

４対３ 

ショットガン 
３対２ 

繋げ！繋げ！ 

５ 
シュート 
３対２ 

ショットガン 

シュート 
繋げ！繋げ！ 

シュート 
２対１ 
４対３ 

繋げ！繋げ！ 

２対２ 
コーンタッチ 

繋げ！繋げ！ 

６ 
シュート 
２対２ 

ショットガン 

３対２ 
パス練習 

シュート 
４対３ 

繋げ！繋げ！ 

４対３ 
シュート 

繋げ！繋げ！ 

７ 
シュート 

繋げ！繋げ！ 
１対１ 

シュート 
ショットガン 

５対４ 
繋げ！繋げ！ 

シュート 
ショットガン 

繋げ！繋げ！ 

【表４】練習計画例（８チーム中４チーム抜粋） 

【写真２ ポジショニングについて

話し合う様子】 

【グラフ２「診断的・総括的授

業評価」抜粋項目の変化】 

1 ｔ(34)=3.27 p<.05 2 t(34)=2.8 p<.05 3 t(34)=1.86 p<n.s 

4 t(34)=2.14 p<.05 5 t(34)=4.49 p<.05 6 t(34)=2.77 p<.05 

7 t(34)=3.74 p<.05 8 t(34)=2.35 p<.05 9 t(34)=0.92 p<n.s 

10 t(34)=2.02 p<.05 11 t(34)=1.13 p<n.s 

12 t(34)=3.02 p<.05 13 t(34)=4.73 p<.05 

14 t(34)=0.58 p<n.s 15 t(34)=0.86 p<n.s 

16 t(34)=0.47 p<n.s 17 t(34)=0.45 p<n.s 

(1) ｔ(34)=3.27 p<n.s 

(2) t(34)=2.8  p<.05 

(3) t(34)=1.86 p<.05 

(4) t(34)=2.14 p<.05 

(5) t(34)=4.49 p<.05 

(6) t(34)=2.77 p<.05 

(7) t(34)=3.74 p<.05 
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 イ 質的検証 

 ア）毎時間の振り返りから 

 【表５】はＡチームとＢチームの思考の流れである。 

【表５ Ａ・Ｂチームの思考の流れ】 

時 チーム Ａ Ｂ 

４ 反省 

パスがよくできていた。攻

守の切り替えを速くしない

といけない 

距離が遠くてパスがつなが

らなかった。シュートチャン

スができなかった。 

５ 

めあて 

どこに動いたらシュートに

つながるパスをもらえる

か考えてやろう 

素早くパスをし、シュートを

確実に決めきれるようにす

る。 

反省 

一つの場所にかたまりす

ぎてはいけない。人のい

ないところや敵のいない

ところに動く。 

おしいシュートがあったの

で、そのようなシュートを決

めきれるようにしたい。パス

がつなげたことは良かっ

た。 

６ 

めあて 

声を出して、動いてほし

いところに味方を指示でき

るようにしよう。 

パスを一本一本確実につな

ぎ、シュートまで持ってい

き、確実に決める。 

反省 

予想して動けるようになっ

た。 

パスはよくつながった。 

パスはつながったが、相手

の近くでパスを受け取って

しまった。パスミスが減って

きた。 

７ 

めあて 
攻守の切り替えを速くしよ

う。 

空いているスペースでパス

をもらう 

反省 

パスを出す方が焦ってし

まって、ボールを取られ

る場面があった。 

パスの距離が遠かった。 

前まではロングパス中心で

あったが、ショートパスを使

って攻めれた。空いている

逆サイドのスペースでパス

をもらおうとできた。 

８ 

めあて 

常に動きながら、細かい

パスをつなごう。今までの

練習が全て活かせるよう

にしよう。 

今まで行ってきた成果を発

揮する。 

反省 

全体的にいいパスをつな

げたが、ボールをもらうと

きに相手の前にでるとよ

かった。 

パスがつながり、シュートま

でつながる時間が大幅に減

った。パスを回してシュート

することができた。 

 各チームによる自主練習が始まった４時間目、Ａチ

ームは「３対２」や「ショットガン」などボールを奪

って仲間につなぐ攻防の練習ばかりをしていた。それ

に対してＢチームは、練習時間のすべてをシュート練

習に費やした。 

 この後の試しのゲームでは、この対照的な２つのチ

ームが対戦し、結果は、Ａチームはボールを運べるが

シュートの成功率が低く、Ｂチームはボールを運べな

いが少ないシュートチャンスを生かすという、練習の

成果をそのまま反映する試合展開となり、得点は２対

２の同点であった。 

 試合後の話し合いでは、Ａチームは「カットはいい。

シュートを何回も打ったけど決まらない」、Ｂチームは

「パスが通らない。シュートチャンスではシュートで

きた」と、自らの試合展開を客観的に振り返る発言が

見られた。 

 その後Ａチームは、シュートを打ちやすい場所でパ

スを受けることを目標とし、「３対２」でゴール下の攻

防の練習を行っていった。Ｂチームは、素早いパスで

シュートにつなぐことを目標として、「ショットガン」

でボールを奪う練習に取り組んでいった。 

 この後も両チームは、対戦のたびにその時々の課題

を把握し、その克服に向けた学習を進めていった。 

 これらは、チームの現状を認識し、その結果に基づ

いて次の目標に向かうという学びを自己調整する姿で

あり、他のチームにも見られる姿であった。これらの

ことから、本研究のテーマである主体的に運動に関わ

る生徒が育成できたと考える。 

 イ）単元終了後の自由記述から 

 単元終了後の自由記述を、以下に抜粋する。 
 
・試合で出た課題や前回、前々回とふり返りや反省を見てチー

ムの練習や課題やチームのめあてを決めることが出来ました。 

・ゴールがはいらないとなぜ入らないのか、この角度で打つと

なぜ打てるのか、この子にパスをしたらどのように動いてく

れるのかなどを考えやっていた。 

・仲間と計画を考え、練習でそれを行うということはしっかり

できていた。最後の時間に得点を取ることができずに終わっ

てしまって少し残念だったけど、練習でやったパスはできて

いて、ゴールにボールが入らなかったのは、もう少し練習メ

ニューを変えてやればできたかもしれないと思ったりした。 
 

 これらの記述からは、常に自分たちの学びを振り返

って次の目標を立て、自己の能力向上に取り組むとい

った主体的に学びに向かう態度が伺える。学びのプロ

セスを自覚しているからこそ、最後の試合で負けても

一喜一憂せず、自らの学びを分析し反省することがで

きていると思われる。 

 このようにバスケットボールの技能向上に向けて、

学びを自己調整していることが伺える記述が多く見ら

れたことから、本研究のテーマである「主体的に運動

に関わる生徒の育成」に迫ることができたと考える。 

 （５）成果と課題 

 以上のことから、本実践では「主体的に運動に関わ

る生徒の育成」に迫ることができており、手立てであ

る「運動の中心的なおもしろさの設定」「運動技能・練

習方法の明示と活用の場の設定」「自己評価と相互評価

を繰り返して、学びを自己調整できる場の設定」が効

果的に働いたと考える。 

 一方で、自らの学びを自己調整できる力（主体性）

は、基礎的な知識・技能の習得が進めば進むほど伸長

することを実感した。そこで、生徒がアドバイスをす

る際に感覚的に伝えるのではなく、技能用語を使うこ

とができるように教師の支援をさらに検討する必要性

を感じた。今後は、学びを自己調整する主体的な活動

と、教師が意図的に伸ばしたい技能を習得させるため

の活動とのバランスを、さらに追求していく必要性を

感じる。  
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 ２ 教師力向上実習Ⅱの実際 

 （１）実践の概要 

 対象生徒：１年３・４組 男子３４名 
 期  間：令和元年１０月３日〜１０月２４日 
 単  元：武道「剣道」 
 （２）単元の構想 

 剣道は、中学校で初めて取り組む運動領域であり、

習得させるべき内容が多い。しかも、事前調査では、

「痛そう、怖い」など負のイメージが強く、興味のあ

る生徒も 36％にすぎない。したがって、単元を構成す

るにあたっては、できるだけ技能の習得を効率よく行

い、自由練習と簡単な試合を取り入れることで、剣道

の本質的な楽しさを実感させる必要がある。 
 そこで、まず「中心的なおもしろさ」を、剣道が、

相手の動きに応じて基本技を打ったり受けたりしなが

ら有効打突（一本）をめざして勝敗を競う運動である

ことから、「攻防の展開」であると捉えた。そのため、

単元のスローガンを「相手のスキをみつけたり、つく

りだしたりしながら、基本技を使って一本をとろう」

とした。 
 次に、「運動技能・練習方法の明示と活用の場の設

定」については、礼節や剣道の歴史の理解、防具の装

着や基本動作の習得を冒頭の２時間に集約するととも

に、その後の３時間を、面・小手・胴の技能の習得に

1 時間ずつ充てた。 
 「自己評価と相互評価」については、面・小手・胴

の技能を習得しながら、習得した技のみを使って簡単

な試合を行うことによって振り返りをさせた。評価に

あたっては、客観的な振り返りのために、試合を撮影

した動画も活用した。 
 以上を基に【表６】のように単元を構成した。 

【表６】 剣道の単元構成（７時間完了） 

単元スローガン：相手のスキをみつけたり、つくりだしたりしなが

ら、基本技を使って一本をとろう 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

剣道を 

知ろう 

防具を 

つけよう 

面を 

打とう 

小手を 

打とう 

胴を 

打とう 

技を 

磨こう 
 

自主練習 自主練習・防具着装 

本時の確認 

オリエン 

テーション 

防具着装 

防具着装 
防具着装 

チーム 

練習 基本姿勢 面打ち 小手打ち 胴打ち 

模擬試合 練習試合 練習試合 練習試合 練習試合 

振り返り 振り返り 

片付け 

 なお、このような単元学習を支えるため、【図３】の

ような「技能ボード」と「振り返りカード」を作成し

た。「技能ボード」には、防具着装や運動技能などを掲

載することにより、学習を進める上でのガイダンス機

能をもたせた。「振り返りカード」には、スローガンや

毎時間の振り返り記入欄などを掲載することにより、

ポートフォリオ機能をもたせた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図３ 技能ボード 及び 振り返りカードの内容例】 

 （３）指導の実際・分析 

 ア 手立て① 「運動の中心的なおもしろさ」の設定 

 「運動の中心的なおもしろさ」に触れさせるため、

１時間目に映像資料として「令和元年度全国中学校剣

道大会の個人戦男子決勝」の一部を見せた。本資料は、

「剣道の試合は拍手のみで応援していること（礼儀）、

間合いの攻防をしていること・勝敗は一瞬で決まるこ

と（攻防のおもしろさ）」など剣道の魅力を伝える要素

が詰まっている。 

 
【写真３ 映像資料をみる様子】 

 映像視聴の後、生徒は「のんびりとしていた・動き

がはやかった（緩急）、一瞬で決まっていたから集中し

なければならない（集中力）、近づいた方がよいのかわ

からなかった（間合い）」といったことに気付いた。剣

道部の生徒からは「むやみに攻めても相手に打たれる

だけなので、自分からスキを作ったり・見つけたりし

て打つと楽しい」など、相手を観察し待つことも作戦

であるという剣道の魅力が紹介された。 
 その後、新聞紙竹刀を使った模擬試合を行い、単元

を通しての個人の目標を設定したところ、次のような

記述が見られた。 
【個人目標】「スキをねらった剣道にしたい。」「面・胴・小手の

技を覚え、一本が多くとれるように頑張りたい。」「色々な技

を使い、たくさんの一本をとりたいと思います。」「基本技で

の攻撃の仕方をしっかりと覚えて攻撃していきたい。」 
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 これらの記述から、単元の導入において、剣道のお

もしろさである「攻防の展開」に目を向けされること

ができたと考える。 

 イ 手立て② 運動技能・練習方法の明示と活用の場

の設定 

 ２時間目は防具着装に充てた。剣道に防具着装は欠

かせず、着装に時間がかかることが攻防のおもしろさ

を味わわせる時間の確保と両立させる上での課題であ

る。そこで、着装の流れを動画で見せるなどして効率

化を図った。 
 ３・４・５時間目では、面・小手・胴の技を順次習

得させた。剣道部の生徒に実演させた後にポイントを

教師が伝えながら練習させ、その後、技を試す時間も

設けた。当初、受け手の生徒の中には恐怖心から逃げ

てしまう生徒もみられたが、習得した技を段階的に活

用する簡易試合を経験する中で、自然に技のかけあい

に慣れていった。 
 ウ 手立て③ 自己評価と相互評価を繰り返して、学

びを自己調整できる場の設定 

 ３・４・５時間目に行った簡易試合は、それまでに

習得した技を順次増やしながら行うことで、早い段階

から攻防の展開を味わえる機会をつくった。 
 ６・７時間目では、自分たちの課題を常に考え、単

元の初めに設定した兄弟チーム内における模擬試合形

式で練習し、その結果を他チームとの練習試合形式で

試すとともに学習を振り返るという学習活動を繰り返

し展開した。 
 ６時間目からは、【写真４】のように、グループ毎に

タブレットで撮影した動画で動きを確認する自己評

価・相互評価を取り入れた。 
 その結果、生

徒たちはタブ

レットの動画

を食い入るよ

うに見つめ、

「小手にあて

るのが難しい」

など、試合で感

じた自己の課

題を映像で認識したり、「小さく振らないとだめだ」な

ど、技のイメージをつかんだりする姿が見られた。ま

た、それを受けて、相手の竹刀をはらってスキをつく

る試合を展開できるようになるなど、タブレットを使

いながら自分の課題に取り組み、試合で表現するとい

った学びを自己調整する姿が見られた。 
 振り返りカードには、「スキを見つけるのは難しい」、

「近づくことが難しい」、「素早く振り下ろす必要があ

る」など自らの課題を自覚する記述が見られ、剣道で

攻防する際大切にすべき重要な要素に気付いていった

ことが伺える。 

 （４）実践の考察 

 ア 量的検証 

 「メタ認知測定質問項目」を用いたアンケート調査

における事前事後の比較では、全項目で有意差は認め

られなかった。しかし、上昇項目と下降項目の特徴か

ら、学習者の意識をある程度読み取ることができる。

つまり、上昇項目が、自他の安全面(9・10)や教師の説

明を受けての考察(16・17)であるのに対して、下降項

目が、練習の見通し(5・6・7)やグループでの話し合い

(3・15)であったことから、初めて学習する剣道に対し

て、教師の説明から何かを得ようと努力する傍ら、自

分たちだけではなかなか新たな気付きを得たり練習の

見通しをもったりすることが難しかった生徒たちの実

態が伺える。しかし、ともすると一方的な教授に陥り

がちな武道において「2.予想を立てるようにしている」

や「12.振り返るようにしている」において若干の伸長

が見られたことは一定の評価ができると考える。 

 

【グラフ３「メタ認知測定質問項目」事前事後の変化】 

 また、「診断的・総括的授業評価の調査票」から抜

粋した主体性に関わる項目では、７項目中５項目の数

値が上がった。特に、「(3)体育をしているときどうし

たら運動ができるか考えながら勉強しています」「(5)

体育で運動するとき、自分のめあてをもって勉強しま

す」に関して数値の増加が大きく、この結果からは「主

体的に運動に関わる生徒

の育成」に迫っていると考

える。一方で、「(7)体育で

は１つの運動がうまくで

きるともう少し難しい運

動に挑戦しようという気

持ちになります」で数値が

減少しているが、これは初

めて学習する武道という

運動特性上、やむを得ない

面もあったと思われる。 

 これらのことから「主体

的に運動に関わる生徒の

育成」に概ね迫ることがで

きたと考える。 

【グラフ４「診断的・総括的授

業評価」抜粋項目の変化】 

【写真４ タブレットを使った振り返り】 

1 ｔ(34)=1.34 p<n.s 2 t(34)=1.87 p<n.s 3 t(34)=0.18 p<n.s 
4 t(34)=0.20 p<n.s 5 t(34)=0.68 p<n.s 6 t(34)=1.67 p<n.s 
7 t(34)=0 p<n.s 8 t(34)=0.22 p<n.s 9 t(34)=0.46 p<n.s 
10 t(34)=1.67 p<n.s 11 t(34)=1.78 p<n.s 
12 t(34)=1.35 p<n.s 13 t(34)=0.36 p<n.s 
14 t(34)=0.47 p<n.s 15 t(34)=0.61 p<n.s 
16 t(34)=0.48 p<n.s 17 t(34)=0.19 p<n.s 

(1) ｔ(34)=1.35 p<n.s 

(2) t(34)=1.54 p<n.s 

(3) t(34)=2.77 p<.05 

(4) t(34)=3.06 p<.05 

(5) t(34)=2.09 p<.05 

(6) t(34)=0.92 p<n.s 

(7) t(34)=0.46 p<n.s 
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 イ 質的検証 

 ア）毎時間の振り返りから 

 【表７】は事前アンケートで剣道に興味が「ない」

と答えた生徒Ｇと、「ある」と答えた生徒Ｈの思考の流

れである。ともに剣道の経験はない。 

【表７ 生徒Ｇ・Ｈの思考の流れ】 

時 チーム Ｇ Ｈ 

１ 
単元の

めあて 

姿勢よく、礼儀よく、「一本」をと

る。ねらったところで一本を取

る。怪我をしない・させない。 

スキを見つけて、確実

に攻撃して、相手を

倒したい。 

３ 

反省 

面を打たれる時は、下を向かな

い。面を打つときは構えから上

にあげない。 

大きな声を出すと気持

ちいい。相手のスキを

全然つくれなかった。 

次回の

めあて 

怖がらないこと。フォーム。前に

出て勝負すること。 

もっとフェイントをかけ

て、相手をだましたい。 

４ 

反省 

小手を打つ時は構えから上に

あげない。とても狙いにくい。 

小手がありだと相手が

そっちを気にしている

ことが多くて、面がい

れやすかった。 

次回の

めあて 

小手のとき、小さなモーションで

素早い動きができるように怖がら

ずどんどん前へ攻めていく。 

もっともっと声を出し

て、攻撃の後にバラン

スを崩さない。 

５ 

反省 
胴を打たれるととても痛い。胴も

相手のスキをついて打つ。 

胴にあてるのが難し

い。 

次回の

めあて 

相手のスキをついて、面・小手・胴

を打って、一本をとれるように怖がら

ず前へ攻める。がむしゃらに。 

面のフェイクを入れる

などして、胴へのスキ

をつくりたい。 

６ 

練習の 

めあて 

前へ攻めること。常に動き続け

てスキをねらう。 

的確な攻撃をする。 

反省 

前へ攻めていかないと一本をとれ

ない。常に動き続けていないと一本

はとれない。竹刀と竹刀のカチャカ

チャだけでは一本をとれない。 

胴が４回ぐら い入っ

た。相手のスキをつく

るやり方がわかってき

た。 

７ 

練習の 

めあて 

竹刀と竹刀のカチャカチャする

だけでなく、相手のスキを狙っ

て、一本をとる。常に動いて一

本をねらう。 

小手の上手なとり方を

考え、実行する。 

単元の

反省 

怖がらずに前へせめて、常に動き、

相手のスキを狙えた。一本はあまりと

れなかったけど、１時間目と比べれば

成長できたと思う。防具を早く正しくつ

けられるようになった。 

小手が難しすぎる。僕が初

めて一本をいれた技は胴

です。やっぱり色んな攻

撃をしていると、スキがで

きやすいと思いました。 

 生徒Ｇは、一本をとるには相手が竹刀を使って打突

を防ぐのを打破しないといけないと気づき、「前へ攻め

ること」を意識していった。技の習得段階の４時間目

において、前へ攻めるには自分の動きの素早さが大切

であることに気づき、竹刀を素早く振る練習に取り組

んでいった。各チームによる自主練習が始まった６時

間目では、竹刀のカチャカチャ（竹刀をはらう動き）

をして、相手のスキをつくりだすことを試していった。 

 一方、生徒Ｈは、一本をとるには自分の動きの多様

性が必要であると気づき、「フェイクを入れること」を

意識していった。全ての技の習得を終えた５時間目で

は、胴を使って一本をとるには、面のフェイクを入れ

て、胴のスキをつくりだすことを試していった。 

 これらは、現状を認識し、その結果に基づいて次の

目標に向かうという学びを自己調整する姿であり、他

の生徒にも見られる姿であった。これらのことから、

本研究のテーマである主体的に運動に関わる生徒が育

成できたと考える。 

 イ）単元終了後の自由記述から 

 単元終了後の自由記述を、以下に抜粋する。 

・最初はここまで夢中になれるものだと思っていなかった。剣

道の授業がここまで楽しみに思うことなんてないと思ってい

ました。楽しみの中で一本をとるために必要な要素を考えた

り試合を真剣に行ったりすることで、剣道の魅力に気づくこ

とができたと思います。 

・友達と練習をし、成果を試合で出し試合での反省を次に生か

すといった流れがとてもよく、この流れでこれからも体育を

したいと思いました。 

・一本をとるには自分のスキを作らず、敵のスキを見つけて素

早く竹刀を振る必要がありますが、場所によっては小振りの

ところと大振りのところの区別をして振ったほうがいい。 

・一本をとることが最初は意外とできていたけどみんなが上手

くなって難しくなった時に次はどうしたら一本をとれるか考

えた。それで胴を磨いたら自分の得意技になりました。考え

ることが大切だと分かった。 

・一本をとるにはどんなことを工夫すれば良いか分からなかっ

たけど兄弟チームとの意見の交流、先生の話、剣道部のプレ

イなどをみて、一本をとる時に気を付けることが分かるよう

になり、練習や試合で分かったことを生かし、楽しくなって

いったのでよかった。 

 このように剣道の本質的なおもしろさに言及する記

述が見られ、本研究のテーマである「主体的に運動に

関わる生徒の育成」に迫ることができたと考える。 

 （５）成果と課題 

 以上の量的検証・質的検証の結果から、本実践では

「主体的に運動に関わる生徒の育成」に一定レベルで

迫ることができており、手立てである「運動の中心的

なおもしろさの設定」「運動技能・練習方法の明示と活

用の場の設定」「自己評価と相互評価を繰り返して、学

びを自己調整できる場の設定」が効果的に働いたと考

える。 

 しかし、技がさらに習得できれば主体性もさらに伸

びると思われる。そのため、今回の実践では、剣道部

に実演させるとともに、できる限り試合を取り入れた

が、どのように技を使っていくかをイメージできる機

会をつくりだすことができれば、さらに技能の伸長が

望めたのではないかと感じている。生徒の振り返りカ

ードからは、３つの技のうちどれか１つをやってみて

徐々に残りの技に挑戦していた実態も浮かび上がる。

つまり、多くの生徒にとって、なかなか全ての技をマ

スターするのは難しく、１つの技で精一杯であったこ

とが伺える。運動量の確保や技の習得と、剣道の面白

さを味わわせる時間をバランスよく配置した単元計画

について、さらなる検討が必要であるといえる。 
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３ 教師力向上実習Ⅰ・Ⅱを通しての考察 

 本研究は、公立中学校の１年生男子生徒 34 名を対

象に、６月と 10 月の２度に渡って２つの異なる運動

領域（バスケットボールと剣道）における体育の授業

実践を試みた結果をまとめたものである。 

 【グラフ５】は、各実践の前後に行った計４回のア

ンケート結果の推移を表したものである。 

 
【グラフ５ 実習前後のアンケート結果の比較】 

 グラフから分かるように、２つの実践の前後におい

て、「メタ認知測定質問項目」全 17 項目と「診断的・

総括的授業評価の調査票」の中から抜粋した全７項目

を合わせた全 24 項目中 15 項目の回答が、２回とも肯

定的な値へと変化している。特に、「(3)体育をしてい

るときどうしたら運動ができるか考えながら勉強して

います」「(4)体育で『あっ,わかった』『あぁ,そうか』

と思うことがあります」「(5)体育で運動するとき、自

分のめあてをもって勉強します」という項目に関して

数値の増加が大きい。これは、双方の実践を通して、

主体的に運動に取り組む姿が表出したことを意味して

おり、「主体的に運動に関わる生徒の育成」に迫ってい

ると考える。したがって、本研究で試みた「振り返り

を重視した授業デザイン」が、主体性を育む上で効果

的に働いたと考える。 

Ⅴ 成果と課題 
 （１）成果 
 教師力向上実習ⅠとⅡで行った２つの実践において、
ともに学びを自己調整する生徒の姿が見られたことか
ら、「運動の中心的なおもしろさの設定」「運動技能・
練習方法の明示と活用の場の設定」「自己評価と相互評
価を繰り返して、学びを自己調整できる場の設定」の
３つを手立てとした「振り返りを重視した授業デザイ
ン」は、「主体的に運動に関わる生徒」を育成する上で

有効であったと考える。 
 特に、「バスケットボール・球技」のように小学校体
育から経験している運動領域では、自らの学びを自己
調整できる力（主体性）を伸長させる際に必要な基礎
的な知識・技能の習得がされているために、本研究の
テーマである「主体的に運動に関わる生徒」に迫りや
すいことが確認できた。 
 また、中学校で初めて経験するため基礎的な知識・
技能の習得がされていない「剣道」のような運動種目
においても、習得した技を段階的に試す場面を設ける
などの工夫により、一定の主体性が養えることも確認
できた。 
（２）課題 
 前述のように、本研究のテーマである「主体的に運
動に関わる生徒」を育成していくためには、ある程度
の基礎的な技能や練習方法の習得が欠かせない。その
ため、主体的に運動に関わる姿を表出させるには、基
礎的な技能などを習得させる活動と、学びを自己調整
するための主体的な活動とのバランスを、運動領域ご
とに考えていくことが大切である。 
 また、今回は、主に「主体的に学習に取り組む態度」
の伸長によって検証を行ったが、本来体育の授業では
運動技能や思考力・判断力・表現力を伸ばすことが大
切である。主体的に学びを自己調整する学習を展開す
ることが、技能等の伸長にも寄与するものであってほ
しい。今後は、自己調整学習と運動技能等の伸長との
関係をさらに追求していきたい。 
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Becoming a self-regulated learner: Which are the key 
subprocesses? 

・岩田昌太郎,花谷祐輔,柿手祝彦,嘉数健悟（2011）「体育におけ

る中学生のメタ認知の実態に関する調査研究」広島大学大学

院教育学研究科紀要 
・土田了輔（2018）『“迂回”と“直進”で球技を考える。～「ゲ

ーム構造論」の世界～』愛知教育大学体育学会 
【追記】 
 本研究へのご理解および実践の場を与えてくださった連携協
力校の校長先生をはじめとする先生方や学級の生徒に心から感
謝申し上げます。また、指導教官である野木森広先生には本実
践報告をまとめるにあたり熱心にご指導いただきました。心よ
り感謝申し上げます。教職大学院の２年間の学びは大きな財産
であり、今後出会う生徒に還元できるよう、初心を忘れず謙虚
な姿勢で努力し続けていきます。 

実習Ⅰ（6 月）バスケットボール 実習Ⅱ（10 月）剣道 
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